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今年の抱負

石丸 和紀 さん (山上)

｢ありがとう｣昨年も恥
ずかしくて言えなかっ
た想い。家族や友人に
そしてすべての人に届
きますように。また
ずっと一緒に笑ってい
られますように。

備前 浩恵 さん (郷市)

美容の道に進んで30
年。今春長女は美容学校
を卒業し、ロンドンに短
期留学。そして次女は美
容学校に進学。同じ夢を
追いかけてくる娘たちに
追い越されないように
突っ走ります。

昭和38年(1963年)
美浜の出来事

・38豪雪(町内平野部積雪154cm)

日本の出来事

・千円札(聖徳太子)から新千円札(伊藤

博文)に変わる

世界の出来事

・アメリカのケネディ大統領がダラスで暗殺

される

清水 公平 さん (坂尻)

幼い頃は病弱だった私
ですが、還暦まで迎え
ることができ、周りの
みんなに感謝の気持ち
で一杯です。今年も青
年の頃のような気持で
人生を楽しんでいきた
いと思います。

昭和26年(1951年)
美浜の出来事

・敦賀～小浜間にバス開通

日本の出来事

・NHKがラジオで第1回紅白歌合戦を放送

世界の出来事

・ヴェネツィア国際映画祭で映画｢羅生門｣

がグランプリを受賞

森田 久美子 さん (久々子)

何より健康第一です。
今年も体に気をつけ
て、みんなに感謝とあ
りがとうの気持ちを忘
れず、家族と仲良く過
ごしたいです。

昭和14年(1939年)
美浜の出来事

・日向岬沖で漁船が転覆し50人以上の

方が亡くなる

日本の出来事

・大相撲横綱の双葉山の連勝が69でス

トップ

世界の出来事

・第2次世界大戦が始まる

野﨑 金次郎 さん (北田)

今日まで元気で過ごせ
たのは、家族のおかげ
だと思っています。ま
た、干支の兎に負けな
いように、今年は最近
休んでいた趣味の書道
を頑張りたいです。

昭和2年(1927年)
美浜の出来事

・久々子海水浴場で海水浴客の増加

・坂尻でマグロの大漁

日本の出来事

・上野～浅草間(2.2km)に日本初の地下

鉄が開業

世界の出来事

・リンドバーグが初の単独大西洋無着陸

横断飛行に成功

渡邉 きみ さん (日向)

元気で過ごせるのは、
家族のおかげと感謝し
ています。今年も自分
のことはできるだけ自
分でするようにして、
趣味の針仕事で好きな
服等を作りたいです。

大正4年(1915年)
美浜の出来事

・小学校の女子出席率が9割を超える

日本の出来事

・第1回全国中等学校優勝野球大会(後

の全国高等学校野球選手権大会)が開

幕

世界の出来事

・アルベルト･アインシュタインが｢一般相対

性理論｣を完成させる

昭和50年(1975年)
美浜の出来事

・町内にある4中学校を統合し、美浜中学

校が開校

日本の出来事

・双子デュオ歌手、ザ･ピーナッツが引退

世界の出来事

・日本の女性登山隊が女性初のエベレス

ト登頂に成功
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※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
安
全
課(

担
当･

田
村)

☎
32
‐
６
７
０
３

　
　
　

近｢
生
物
多
様
性｣

と
い
う
言
葉

　
　
　

が
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
昨
年
10
月
に
は
、

名
古
屋
で｢

Ｃ
Ｏ
Ｐ
10(
生
物
多
様
性
条

約
第
10
回
締
約
国
会
議)｣
と
い
う
大
規

模
な
国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
、
新
聞
や
テ

レ
ビ
で
も
そ
の
様
子
が
報
道
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
地
球
環
境
に
と
っ
て
非
常
に

重
要
な
問
題
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
生
物

多
様
性
に
、
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
み
ま

す
。 最

● 種が少ない
    生態系

に
つ
い
て
考
え
よ
う

　

 

生
物
多
様
性
と
は
？

生
物
多
様
性

　

 

生
物
多
様
性
の
恩
恵

　

 

生
物
多
様
性
を
守
る
た
め
に

　

生
物
多
様
性
と
は
、
遺
伝
子
の
多
様
性

か
ら
個
体
群
・
種
の
多
様
性
、
生
態
系
の

多
様
性
に
至
る
さ
ま
ざ
ま
な
階
層
で
の

多
様
性
を
包
括
す
る
概
念
の
こ
と
を
言

い
ま
す
。

　

簡
単
に
言
え
ば
、
地
球
上
に
生
き
る
動

植
物
が
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
こ

と
を
示
す
言
葉
で
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
生
物
の
多
様
性
が
重
要
な

の
で
し
ょ
う
か
。
仮
に
生
物
が
多
様
で
は

な
く
単
一
で
あ
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
の
様
子
を
下
の
図
で
示
し
ま
す
。

　

種
が
多
様
な
生
態
系
の
場
合
、
例
え

ば
カ
エ
ル
が
絶
滅
し
て
も
鳥
の
食
物
連
鎖

ル
ー
ト
は
維
持
さ
れ
、
鳥
は
生
き
延
び
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、種
が
少
な
い
生
態
系
の
場
合
、

カ
エ
ル
が
絶
滅
し
て
し
ま
う
と
、
そ
れ
を

食
料
と
し
て
い
る
鳥
も
絶
滅
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
カ
エ
ル
が
い
な
く
な

る
こ
と
に
よ
り
、ハ
エ
が
大
発
生
し
ま
す
。

　

種
が
多
様
な
生
態
系
で
は
、
環
境
変

動
や
自
然
破
壊
に
よ
っ
て
一
部
の
生
物
が

減
少
し
て
も
、
全
体
的
な
機
能
を
大
き
く

損
な
わ
ず
に
生
態
系
を
維
持
し
、
や
が
て

も
と
の
状
態
に
復
帰
す
る
と
い
う
柔
軟
性

や
抵
抗
力
が
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

つ
ま
り
、
現
在
の
生
態
系
を
維
持
す
る

た
め
に
、
生
物
多
様
性
は
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

生
物
多
様
性
は
人
類
に
も
大
き
な
恩

恵
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
最
た

る
も
の
と
し
て
医
療
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

人
類
の
医
療
を
支
え
る
医
薬
品
の
成
分

に
は
、
5
万
種
か
ら
7
万
種
も
の
植
物
か

ら
採
取
し
た
物
質
が
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
多
様
な
自
然
環
境
の
中
に

は
、
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
数

多
く
存
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
が
発
見
さ
れ
れ
ば
、
現
在

の
医
療
で
は
解
決
で
き
な
い
さ
ま
ざ
ま

な
難
病
が
治
療
で
き
る
よ
う
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
現
在
人
類
は
、
生
物
多
様
性

が
持
っ
て
い
る
自
然
の
回
復
力
や
生
産

力
を
上
回
る
規
模
で
資
源
を
消
費
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
人
類
が
生
物
多
様
性
か

ら
受
け
て
い
る
恩
恵
を
自
ら
失
う
こ
と

で
あ
り
、
未
来
の
可
能
性
を
閉
ざ
し
て
し

ま
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

● 種が多様な生態系

　

現
在
地
球
上
の
各
地
で
、
生
物
多
様
性

の
減
少
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
り
ま
す
が
、

一
番
の
原
因
は
人
間
に
あ
り
ま
す
。
人
間

が
地
球
上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
独
占
し
、
生

態
系
に
負
荷
の
か
か
る
生
活
を
す
る
こ

と
で
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
る
の

で
す
。

　

生
物
多
様
性
の
減
少
に
は
、
私
た
ち
の

生
活
ス
タ
イ
ル
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い

ま
す
。
減
少
を
少
し
で
も
食
い
止
め
る
た

め
に
、
地
球
上
の
他
の
生
物
に
思
い
を
は

せ
て
、
普
段
の
生
活
を
見
直
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

①
空
気
や
水
を
汚
さ
な
い
生
活
を
心

　

が
け
よ
う

生
物
多
様
性
を
守
る
た
め
に

　
　
　

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

②
地
球
温
暖
化
防
止
に
取
り
組
も
う

③
周
辺
環
境
の
変
化
に
注
意
し
よ
う

ハエ

カエル

トリ

トリ

カエル

ハエ

トンボカマキリ

ザリガニ カニ
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美浜発電所の状況

　今回の報告では、11月18日から12月17日までの美浜発電所の
状況等についてお知らせします。

美
浜
１
号
機

　

定
格
熱
出
力
一
定
運
転
中

　
　
　
　
　

  (

平
成
22
年
11
月
19
日
～)

　

定
格
熱
出
力
一
定
運
転
中

（
平
成
22
年
4
月
16
日
～
）

美
浜
2
号
機

美
浜
3
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

（
平
成
22
年
11
月
24
日
～

平
成
23
年
4
月
下
旬
予
定
）

　

広
報
み
は
ま
12
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
町
で
は
6
月
28
日
に
関
西
電
力

㈱
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た｢

美
浜
1
号
機

の
今
後
の
運
転
を
最
長
で
10
年
程
度
継
続

し
た
い
。｣

と
す
る
運
転
方
針
を
11
月
8

日
に
了
承
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
運
転
継
続
に
あ
わ
せ
申
し
出

の
あ
っ
た
1
号
機
の
後
継
機
設
置
の
可

能
性
を
探
る
調
査
に
つ
い
て
、
山
口
町

長
は｢

町
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
準
備
が

整
い
次
第
速
や
か
に
実
施
し
、
早
期
に

構
想
を
ま
と
め
示
す
こ
と
。｣

と
伝
え
て

い
ま
し
た
が
、
同
月
24
日
、
関
西
電
力

㈱
は
、
調
査
に
係
る
諸
準
備
が
整
っ
た

と
し
て
１
号
機
の
後
継
機
設
置
可
能
性

調
査
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
関
西
電
力
㈱
が
自
主
的

に
行
う
調
査
で
、
今
後
約
1
年
を
か
け
美

浜
発
電
所
周
辺
で｢

動
植
物
調
査｣
と｢

地

形･

地
質
調
査｣

が
そ
れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

12
月
13
日
か
ら
17
日
に
か
け
て
は
、
発

電
所
周
辺
約
5

　

km
の
範
囲
内
で
、
陸
生

動
植
物
の
踏
査
ル
ー
ト
の
安
全
性
や
地
形

の
状
況
を
確
認
す
る
調
査
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

関
西
電
力
㈱
で
は
、
調
査
内
容
を
で
き

る
だ
け
早
く
取
り
ま
と
め
、
後
継
機
の
設

置
可
能
性
に
係
る
検
討
を
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

関
西
電
力
㈱
が
美
浜
発
電
所
1
号
機
の

後
継
機
設
置
可
能
性
調
査
に
着
手

　発電所から半径約5㎞
内の動植物の生息･生育
状況及び貴重種の存在を
目視観察や捕獲、採集等
により把握する。

【動植物調査】 【地形･地質調査】

　発電所周辺海岸線約5
㎞の範囲で、文献で存在
の可能性が高いと考えら
れる貴重種の分布状況を
潜水による目視観察で把
握する。

　発電所敷地内及びその周辺
を、陸域では飛行機からの
レーザー計測等により地形を
測量し、海域では、調査船に
搭載した測深機等により海底
の地形を測量する。

　発電所周辺の23箇所をボー
リングマシンにより、地盤を
構成する岩石等を採取し、地
中の地質状況や岩石の性状を
確認する。

・陸生生物調査

・海生生物調査

・地形調査

・地質調査

白木

丹生

竹波

菅浜

美浜発電所

海生生物調査
周辺海岸線約5km

陸生生物調査
周辺約5km内

白木

丹生

竹波

菅浜

美浜発電所

○ 動植物調査の範囲 ○ 地形･地質調査の範囲

地形測量･深浅測量

ボーリング調査･地表踏査
(ボーリング23箇所)
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お知らせ

募集や案内など、さまざまな
お知らせをお届けします。

子育て支援センター　
　　　　　　３２－０１９２

町役場各部署直通電話番号

総　務　課　３２－６７００

企画政策課　３２－６７０１

税　務　課　３２－６７０２

住民安全課　３２－６７０３

健康福祉課　３２－６７０４

商工観光課　３２－６７０５

農林水産課　３２－６７０６

土木建築課　３２－６７０７

学校教育課　３２－６７０８

生涯学習課　３２－６７０９

出　納　室　３２－６７１０

議会事務局　３２－６７１１

上下水道課　３２－１３４１

はあとぴあ　３２－３１１１

中央公民館　３２－１２１２

町立図書館　３２－００８３

丹生診療所　３９－１３０１

東部診療所　３７－２９１１

総合体育館　３２－３２００

エコクル美方　 ４５－２３００

町各施設電話番号

若狭国吉城歴史資料館　
　　　　　　３２－００５０

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
商
工
観
光
課(

担
当
・
竹
内)　

☎
32
‐
６
７
０
５

● 

日 

時　

1
月
16
日(

日)

　
　
　
　

 

午
前
9
時
～
午
後
3
時

　

レ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
で
は
、
日
向
区
の
水

中
綱
引
き
に
合
わ
せ
て
、
ほ
っ
と
一
息
つ

け
る
イ
ベ
ン
ト「
レ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
冬
の

陣
」を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
遊
覧
船
と
飲
食
物
の
料
金
が

割
り
引
き
に
な
り
ま
す
。
寒
い
冬
、
水
中

綱
引
き
の
行
き
帰
り
に
レ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

で
ひ
と
休
み
し
ま
せ
ん
か
。

福
祉
職
員
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
の

受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す

レ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
冬
の
陣
を

開
催
し
ま
す

● 

会 

場　

美
浜
町
レ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

● 

内 

容

　

餅
つ
き･

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト･

ぜ
ん
ざ

い
の
振
る
舞
い 

等

　

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、「
ふ
る
さ
と
を
応

援
し
た
い
」･「
自
分
と
の
関
わ
り
が
深
い

地
域
に
貢
献
し
た
い
」と
思
う
皆
様
が
、

出
身
地
等
の
自
治
体
に
寄
附
を
す
る
と
住

民
税
等
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

町
に
は
、
当
制
度
が
創
設
さ
れ
た
平

成
20
年
5
月
か
ら
こ
れ
ま
で(
平
成
22
年

12
月
16
日
現
在)

に
全
国
各
地
か
ら
97
件

(

総
額
４
８
１
万
2
千
７
０
０
円)
の
寄

附
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
大
切
な
お
金

は
、
町
の
発
展
の
た
め
に
有
効
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
美

浜
町
へ
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
企
画
政
策
課(

担
当
・
三
田
）

☎
32
‐
６
７
０
１

福
祉
職
員
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
の

受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す

ふ
る
さ
と
納
税
の
申
し
出
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

※
お
申
し
込
み･
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
安
全
課
（
担
当
・
江
南
）

☎
32
‐
６
７
０
３

　

県
で
は
、
県
民
の
消
費
者
行
政
に
対
す

る
意
見･

要
望
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
消

費
生
活
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

福
祉
職
員
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
の

受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す

平
成
23
年
度
福
井
県
消
費

生
活
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

● 

募
集
人
員　

2
人

● 

応
募
資
格

　

町
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方
で
消
費
者

問
題
及
び
物
価
問
題
に
関
心
の
あ
る
方

● 

活
動
内
容

　

消
費
生
活
に
関
す
る
苦
情
等
の
収
集
や

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
回
答
、
研
修
会
等
へ

の
参
加 

等

● 

応
募
締
切　

平
成
23
年
1
月
21
日(

金)

● 

謝 
礼　

年
額 

３
，０
０
０
円 

程
度

平成23年4月1日から、
　町役場は施設内禁煙となります。

※お問い合わせ先  町総務課(担当･大同) ☎32-6700 

　官公庁等の多数の人が利用する施設では、受動喫煙(他人の吸った
｢たばこ｣の煙を吸わされること)の防止に努めなければなりません。
　美浜町でも受動喫煙の防止を徹底し、喫煙による健康被害を防止す
るため、平成23年4月1日から町役場庁舎内を全面禁煙とします。
　皆様には、この趣旨をご理解の上、禁煙への協力をお願いします。
　なお、庁舎東側の屋外スペースに喫煙場所を設けてありますので、
喫煙する場合はこちらをご利用ください。


